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B  t に肢帯と，リ ーンヒの剛 れこっい で（ 第I 報 ）

某i- 女大家政　 蘭壁 冶｝0 河合伸｝-g 回禄｝

目 的　 よ り 遣.冶ヽ し%  '.ヽ 象 服 原 型 □#5  t; a）に= 』支帯・ 形 沢 。 左 い い 四-  ｡ と の 鴫 係

に つ い て 凍 討ヽ しt こ。 粁 皿 腕 付 根 町 面 ≫)形 状 、 肩 部 形 態 、/i び 身 頃 ・? ≪6/リ ー ン と･り閑 係

Uに い て 検 鈴 を 試 み に 。

方 馬　 被 験 蕭 我 八 女 子/& ■? h い つ ヽヽ て-  以 下･り3  塘 午* い よ<) デ ー タ を 採 取 し た 。

に　 身悸 幕 誉り 計 測　32  項a

2  .　し ≪ 計 測 項a  よ り作 成 し 、 試 着 ■  補S. さ れ む 厚‘型 及l/-原 型S- □

前･   ilfe身 啼l いl  I　 袖 用1  a

3 .　I 部 の石 膏 型 取 りI  (ftい 、 肩 部 形 状 を 計 測 す る ヒ 某U.    躇 型 を採 取 し 、 モフ レ 繊 影 を

行 ぺ ≒ わ い 腕 付 根 部 をt  ｰｼ ヵヽ 、レ ラー－7 リ･ ・ 恥'I レ 腕 付 根 孵 面>| 衿 と し に

函 肴2  権g　 腕 付 根 断 面｛? 権 目

採 取 し し 鯵 刈 値I; つ いX    .   ふ 種i  戎 分 分 析 口 おT:  .    i の う ちicX壕B  tに いX  の ね 果 を

述 べ' る。

絲 果　 鳴I  主 我/,＼ はヽ そ 八 ぞn  ^ χ さ^  を 粂 お す 因 子 ヵ‘ 柚 戯丿 払r;.　 脊2    主 成 硲･I  ,    疵

付 根 町 面 の形 収 分 類^~ ･    前 ・ 晴 厚 径 。 バ‘ ラ ン7, に よ る 分 類* ヽ;ヽ可 能 と な 、 た 。 葛3    i 成 分 は

ヽ 石*  よ り 耳 ら れr こ方 向 性（ 前 肩･  騰 為 ） ヒ 身 頃 パ タ ー ン・ヽ 肩 部 ■･^ の 閑 猿 う;ヽ明 ら*ヽi; な 、

た。 げ 下 ■    腕 付 根 町 面 の屎?　 と厚 径^ d バ'  7   ン ス と.  袖 ハ･'■ ?  ー ン に み- It   る 袖 ム 中､り の 叙 息

゛` 変 机 ヽ^   び 昶d ，線 ・f  曲 ぷ､の旅 置 い 哨1  2  回 了 心` 認 め ら れ μ 。 え.   身ti  冷 勿 い おヽ 'T る 肩

下 カ<■ ') 岑i  の 閑^ わ べヽ匁 官、い こ。

B  2 超 音波 断層 解析 装置 に よる皮 下脂 肪厚 測定 の試 み

大妻 女 大　 家政　 ○ 松山 容子　 小 山田 桃子　 秋 月光 子　 九 鬼種美　 柳 沢澄 子

目的： 肥 満・ 痩身 の状 態を 把 握す るこ とは 、被 服設 計 や着 用感 の評 価等 に関 連す る もc として 重要 であ る

と思 わ れる。 そ のた め、 従来 か ら皮下 脂肪 厚 の測 定が 行 痙わ れてお むヽ そ の手段 とし てはSkinfold　Cal-

iper を 用い るの が一般 的 であ る。　こ の方法 では 、 皮膚 及び 皮下 脂肪 組織 を 挟み、 ―定 圧の も とでの 厚径を

測定 する か 、組 織を挟 み あげ に くい部 位で は正 確 な測定 か 難しい 尨ど の問 題 が ある。 一方ヽ 最 近で はx 線

CT. や 超音 波断 層 像が医 学的 が 目的 で用い ら れる よ うに なってい る 。 前者は 成長 中の 細胞 へ の影響 や設 備

・経 費 がど の点 に難 点が ある が 、後者 では 特 に問 題は がい と考え られて いる 。そ こで 本研究 では 、医 療用

の超 音波 解析 装 置に よる 皮下 脂肪 厚iS|｣定を めざ し 、方 法上 の問題 につ い て検討 を行 っ た。

方法:(1) 他 の洪|｣定 方法 との比 較(a. 豚 ロ ース 肉に よる 直接 測定値 との比較　b. 一 般女 子学生　29 名(18 ～

22 歳) に よ るCaliper 値 との 比較　0. 成人 男女 各１ 名 によるX 線C.T. 値 との比 較)

(2)測定 部位 の読 影法 の検 討( 一般 女子 学生　29 名 に よる)

(3)測定 者に よるば らつ きの検 討( 成人 女子　12 名　18 ～40 歳に よる)

結果:  a)a. 豚 □  ―ス肉 ６片 の脂肪 層測 定誤 差は0 ～2  amで ありヽ 特に 第１ 層･○脂肪 層で の誤 差は 極めて 小

さい・　 ｂ･･超音 波値 とCaliper 値 の 関係は 、 肩甲 部・下 腿内 側部 で高 い 相関が み られる。　o. 超 音波値 と

X 線C.T. 値 との 一致 度は 、体 幹 よi>四 肢 の部位 にお いて 高い 傾向 があ る。

(2)身体 部位22 箇所 の うち20 箇所 では 、超 音波 測定 が可 能 であ ると考 え られ る。頬 骨部 ・下 顎部 の２箇 所

で はヽ 断層 像の 判読 がし に くく 、超音 波 測定 には適 して い ない よ5 で ある。

(3)身体 部位 別の験 者間 の測定 誤差 はヽ お よそ0 ～0.9  mmと小さ い 。


